
に
お
け
る
f一一¥

¥.__j 

な
ど
の

に
つ
い
て

月

白、

?
J
1
4

ーノ

d
/
十

t
d

cD 
イ

/，:み

f.J 

カゐ

iコ

J
I
~
 

争
。

~三
ζ

、
ム
ァ

グ〉

ふ
れ
、

山
内
て
の

ょ
う
忌
北
茅
ム
ど
が
つ
ヒ
ト

'

3

3

j

J

ι

o

d

J

コP
A
S

、J
1

i

'

J

j

'

e

J

そ
の
戸
一
と

ヲ

ノ

、

d

て
し
て

み
る
こ
と
に

/、

九

、
」

口
で
あ
り
な
が
ら

0) 

戸「ι". -
日
で
あ
る
こ
と

は
で
ふ
γ
h
v
p

了
乙
か
ら

二
〉
，
、
F

〕

「

h
λ
I
i

〉

b
v
n
ノ
メ
み
一
千
つ
人
」
こ

h
d
l
j
o
j
f
A
ん
/
i
i
u一
J

グ
J
刀
J

J

t

v

j

;

く16) 

し、

な
し、

r

w

、'、
d
J
4

v
(

、lv
v
J
/¢

ノ

」
れ
に

て
、
ド
一
ツ
グ
ノ
フ

/却、

ゴし

の

し
り
ぞ
け
、
主

の
あ
と
で
は
、
こ
の

の

で、

グ〉
(j) 
ω 

ぞ歩

り争

t乃

つ
ん
ん

て
い
る

」
の
よ
う
に
従
長
は

向
、
ノ
、

hi--

ご
グ
A

メ
ー
ー

0) 

0) 

町、
J
r
f
」
、
こ
バ
ド

ケ

}

し

J
j

元

1子
竜司、

寸
什
北
斗

J
I
J
e
L
l
J
'

伺

ト

1

1
、、

r
h

仁
h

ド
H
H
H
U
U守

A
 

e

k

s

f

p

e

 

ぴ〉

、
2
g
 

}、

<;) 

し、
vて

1JHJ 

之

刊j

ジ〉

)
へ
一
川

て
い
る
の
J
ゃ
、
ヱ
み
吋
(
}
{
…
門
メ

¥ーノ

い
が
主
i

之
V
4
4
!
こ

」、

1品、
重役、

戸

時

4

A

V

F

一、B
〆‘，，、.

?
と
ヴ
、

f
f、
y
iノ

午
心
乙
ヂ
」
し

J

〉

のね

bv
‘
〆
ふ

A

F

U

tこ

時

時

リ
山
口
、
J

ニ，
r

れ
¥
ふ

、マ
ヰコ

開

}

予

z

h

f

/

L

q
サ

i
ム
と
し
て
は



e

r

 
e
-

、ア

<') 

と
も
不

、
、し

i，l. 

し、

て
み
た
い

、
1hy 

1)> 

J
7
い
一
こ
う

/
・
:
、
f
J
L
V

ー乙

u) 

ぴ〉

レ
i
J
h
y
u
 

iト、J

~ll 
Jf 

0) 

、'
~
J

、、ハ

n

7

L

V

干よ内

ーし
V

ぃ
〈
J
J
J

、tH16什
1
ト

ハ
ス
バ

レ
し

f
l
L
l

l

a

j

i

 

ll山

iIF

一1
s
ノ
ι

J

い

.(/) 

←‘: 
QJ 

g 

TVi 
/>. 

m
w
U
門

叶

阿

吃

m
w
M
ω
H
H
M
 

ュミ

閉
山
…
吋
M
M
M

の
よ
、
h

ノ
に

L
I
t
-
-ノ

/
!
}
び
♂

ノハ¥ノ、
e

吋
〉

l
b
t
J
f
u
 

と
し、

「
ノ
ミ
渋
ヤ
〉
仙
間
以
同
氏
九
ソ
ヘ
ム
L
1
f
L

L

両日引
6
2
1
F
R
U
i
t
u
p」
λ
@。

に
お
い
て
、

初
心

hc
ロ阿

自

J
r
L
i
r
-
、旬

、es
t

ザ‘ーし、
b

r
f
t
」

、

ァ

-
J
u

v

i

u

w

い
/

1) 

0) 

，
、
、す白，
k
f主

む
し
ホ
ム
£
〆
¥

ヴ亡、
」

上
で
?
に
、

ぴ〉

( 17 ) 

の
λ

ほ
の
で

ぺ
に
二
二
¥
、

日

〉

t
H
f
フ
し

り・の
舌も
化の
し:ヱ
」

質
と
な:
イコ

7こ
L-

と
』ま

L
F
h

っ~」

一、7
f
・

一

Mjjj'

の

に
そ
の
こ
と
が
明
絞
に

ど

で礼法
L
V
Q
U

系
に
は
介
一
以
ほ
の

ぷ
L
A
っ

!
〕
ミ

F
B
h

、ゆ
A

a

↓

ー
し
泊
中
i
l
v
f
i
h
L

で
は

し
て
は
、

の

と

と
の

の
い
ず
れ
に
も
明
瞭
に

の
¥
i山
i
¥

が
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

L-

(J) 

て/，
/1" 

こ
そ
」

みのマ心。

の

の
♂
ー
と
な
ど
、

の

工、

で
も

の
合
流
と
い

る
と
い



て、

ほ
ぼ
向
援
の
猷
況
に
あ
っ
た
ろ
う
む
こ
の
一
間
程
の

に
お
い
て
ど
う
で
、
介
母
と
の
関
係
で
稲
積
約
分
布
を
成
す
か
ら
と
い
っ
て
、

ォ
ー
ネ
ム
に
締
約
し
て
し
ま
う
こ
と
は

[! 
FJ: 
も
第

こ

F
7しこ」

t
z
/千
宅

J
J

25 16 

-・、

u
h
H
ω
ぷ

10 

M
F
s
m山
肌
〕
÷

26 

M
M
3
4
m円一品

の
よ
う
な

同
つ
の

-A
、
山
J

J

に
-
υ
f
ι
A
ν
し

FF

よ
け
こ
こ
入
ソ
つ
C
l
b

J
J
R
l
〈

訂

仏

r
i
h
-
-
、

日

予

{

メ~\..._

イヒ

で
ふ
ゆ
っ
た
。

ト主L乏
タj

j長
!凌

立
と
ゴ
ヘ
件
作
リ
ノ

忙

w
rイ
f
£
心
、
¥

立1I
采

介
一
訟
の

万三
'-J 

ハ
λι
ハ

~ 
炉~

r吋，_. 
H 
ι--' 

パ刊
u
p
u
v
 

入
-

@
メ
i
e

な
と
も
な
う

ー
ト
!
と

1
1
H
i
で
ち
っ
こ
こ
〉
、
ミ

J

I
-
-
d
l
泊

U
i
u
i
f
~ト
ヰ
カ
カ
土

各〕

σ〉

-
江
新
入
設
か
ら

ー
く

F
d

:
i
 

t
l
J

〆
2
4
&
η
0
2

の

ーノ
λ
1
1

U
メ

i
t

J戸

H
C
H
H〕

日付
υ
1什

ヲ
￥

/
rト

!
!
 

-J 
ん

1
1
j

ノ
i
ii
 

ぴ〉

て
い
る
f
J

そ
れ
故
い
ま

で
あ
っ
た
ろ

ザ
ハ
川
山
、
山
、
河
ヰ
'
円
こ
ぺ
京
J

M

問
ド
£

w

/

J

ι

J

1

ノノ
J

I

L

v

f

J

A

J

L

J
々
i
p〆

、j)、
h 

l
i
h
I
t
s
 

-ム

る

川

〕

ジ

¥

ノ

み

点

、

Ji--
び

1

‘

っ
こ
1
0
ワ

J

i

7

L

 

ジコ

イシ
ー叫

ι~ 

/J:. 

つ
つ
あ
っ
た
が

{を

。〉

グ〉

J

hい
勺

/
1

ひ
ょ
っ
こ

{

-

i

 

、、

.

3

F

カ
じ
が

と
な
っ
た
も
の
も
あ
る
つ

q

-

、J

1ノ
リ

中
心
J
汚

TUF

。〉

フ

( 18 ) 



の

品

占

1
リ

1
1

1
J診
刀
私

i
1
3
1
 

、
1

1

J

P

え
1
s

判
打
川
・

J
可
げ
し

i

j

 

F
h
i
υ
 

nuHυ 

噌

asム86 Q
d
 

Q
d
 

n
H
H
U
 

ハH
H
U

略
目
'
S
A

円
h
N
O
W

M
2
h
N
G
G
 

「
腕
)

吋ロ
Q
H
〕“

と

f守1
νI.:r {jし

13 
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、

阿
川
H
h
o
H

呼
光

8 
な
ど
も
併
考
す
れ
ば

竹
山
叩
一
{
h

叫口同

4 4 
な
ど
の
パ
ス
パ

そ
し
て
、

6 

ω
H
b
u円

q
h凶
H
〕

反
切j決

ヘ
、
ん
人

K
J

f
/

沼
h
v
¥

前
段

側
羊
(
陽
)

色
妊
(
防
〉

ハ
ス
パ

~、内凶門)ぶ

日
戸
別
向
。
ω

吋
勺

U
N

ゲロ
m
w
q
∞

ゲ
ロ
向
。
同

付
加

r
s
H

山
}
以
内
M
G
H

'--ノ

ω
c
m凶円
〕

の
…
ぶ
す
と
こ
ろ

式
へ
と
推
移
し
て
い
く
も
の
で

日
肝
心
口
同

と
潟
立
を
な
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の

と
こ
ろ
で
、
江
路
韻
以
外
の
、
斡
母
が

-
振
各
日
の

る
日
川

び〉

て

~
H
一可

mHC∞

rromHCN 

}40吉
元
(
俗
〉

、BJ
'

、、、、
44

σL-J
カ

る
と
こ
ろ
の

rom凶日
〕
円

m
o
b
U
H
(
浴
)

2
2
H
(係
)

m
g
c
H
(
俗
)

!こi
0) 

¥
な
ど
で
あ
っ
た
と
推
定
し
て
よ
い
。

、
E
L
1
i

工、

luy
メ
i
i
b
r
トド

0) 

日
出
叱
斜
。

•. い
そ
り
舌
一
川
氏
化
と
と
も
に

の
¥
!
?
¥
を
ふ
八
な
っ
て
、
今
日
の

で
あ
り
、

?ト
ペ〉

の
ん
口
口
は
、

( 19 ) 

の
形



の
中
の

の
中
の

の
中
の

で
あ
る
が
、
こ
の

の
中
の

。〉な
っ
た
と
い
う
も
の

、
》
L
V
R

0) 

Gトj
11 不

的
で
み
る
こ

乏
の
一

I .~ 
竜，玉、

/

持

山

?
H

つ
f

M

1
1
J
Lド
」

ん

，

円

{

25 28 :j2 

今
s
h
i
v
 

25 28 

jλ 
切

侠
開
(
A
H
)

ハ

λ
パ

九

)
J
ρ
ル
川
比

T

)

J
Y
J
t
i
 

句、J

C 

こ
れ
ら
の

の
関
口
に
あ
っ
て
は
、

は
か
ら
の
も
の
で
あ
っ
て
、
関
口
の
も
の
、
が
そ
れ

.• のそ
り
一
十
日
一
四
時
化
が
あ
り
な
が
ら
、

た
が
故
に
合
口
に

の

そ
の
出
わ
た
り
に
よ
っ
て

つ

で
な
く

が、

Z
5
e
y
y
g
ω
(
俗
)

rrcω 
戸

『

、

J

、町、ゅ

3

M
U
Y
J
T

治
カ

L
1
1
 

f
r
ι
f
r
 

そ
の

つ
に
至
っ
た
と
す
る
説
明
だ
け
で

( 20 ) 

の

な

て
い
る
。



32 
と
推
定
す
る
こ
と
が

う窃

ミ

ノ

¥
C、
口
け
い
い
L
W

レ
ピ
孔
k
l

ご
〉
ふ
下
Lr
ゴ
L
dノ

L
J
V
J
小、

J
ん

J

¥

v

a

ヰ
L
r
J
i
l
斗

J2ぃL
A

ぷトトトリ分、司、お

ν望
、
サ
J
2
2
V

85 90 87 ω山
門
略
)
一
一
b
r

内

ο向。31 35 36 
ハ
h
v
Q
O
 

88 
と
推
定
さ
れ
る
。

83 

H
H
b
貯

H
H
m
M
b
r
 

b
f
 

(
M
N
h
w
 

ハ
凶

mrr

門町
h
柑
{
ハ

仏
山
…

hMr

、，
j

ι

4

P
]
m
w
F内

.hNF 

H
Q
山内

{L 

の

)又
切

奴
各

工一
r17
町
民
三

I
H日
H
，

Q

ト
υト
バ
判
i
伝日
Y
U
M
3
f
一以
H
H

寸

魚
約

で

1:'[会

各

は
中
原
一
品
目
訟
で
¥
日

5
〈

高jfi
~L3 

ト
i
h
I
‘1
1

、
と
1
3
3
J
J
J
、司

、

p
l
J
t
，R
U
4
立
正
司
五
イ
k

l

i

j

i
、

者I~
角

}在
ul各

は
中
涼
一
mm
訟
で
¥
同
守
九
¥

¥」
V
1
U
U
N
¥

バ
リ
斗
，
v

~
H
M〈

で
¥
ω
V
1
m
v
h
〈

で

¥.c九
¥nv』
¥
.
h
U
A
¥

於
i略

で
¥
.
v
J
U
4
¥

死ミ こ
の
よ
う
に
推
定
す
る
と
き
に
、

て
し
ま
う
例
が
出
て
く
る
む
し
か
も
、
文
字
は
す
べ
て

は
、
こ
れ
に

た
の
で
あ
っ
た

例
え
ば
第
十
回
連
遮
訟
の

く21) 

る
鈎
で
あ
る
の
で



反
一切

ハ
ス
パ

41 
口
問
川
J

片
山
氏
弓
以
同

f
j
L
 

F我
'挽

ハ
υ円。

H
H
拘
M
4
N
Vけ

1u 
j玖

cmv 

同
〕
可
ロ
可

ω

63 

〔
劣
〕
一
一
点
付

力
il援

戸
向
。

一日1
C
可

ω

な
ど
は
、
そ
れ
ぞ
れ
第
十

〉

5
.
3
・
9
3
1ト
HM1
こレ
i
h

川
，
〉

U一

3
4
8
4
の
め
メ

τJつ
況
は

7
ζ
I
2
c
-

の
で

し
か
し

「
i
M
仏
よ
い
ず
ア
一
比
一
崎
川
リ
3
1
門
司
首

;
h
J
A
J
Mパ
し
り
な
品
開
口
上

/
J
2
4

f~:l 

と
述
べ

の
「
布
袋
和
白
忽
ん
十
記
雑
郎
、
…
第
四
P

札
引
に
は

な
ど
の
よ
う
に
、

0) 

7J込、

る
例
が
あ
っ
て

〉

ら

こ

3
4
q
¥ノ
1
-£
ょ
う

σ
-
o
u
T一
k
メ
J
j
れ
に

6
4
J
i，P
1シ
乙
グ
-

る。

ま

の

の
P
*
t

た
も
の
で
あ
る
の

?，

.
1
6

、

;'th 
i
i
 

i

p

 

込

J

佐
名
/
プ
ニ
〉
〉
て
ミ
ヌ
ぐ
ち
7

カ
f
j
J
1
1
7
J斗
L
U
L
M
カ
i
t
I
j
F

)~ 

L、「

の
ば
か
り
で
あ
る
む

( 22 ) 

こ
れ
ら
の
事
貨
は
、
今
日
な

よ
う
に
府
徳
川
山
氏
身
の

期
し
た
結
来
で
あ
る
と
見
ら
れ
な
い
だ
ろ
う

と
も
か
く
、
こ
の
よ
う

守
t
h

な
ど
の
よ

の

j
i
 

l
ぷ
5

6

P

F

3
2
ノ

[

rl 

に
推
移
し
た
こ
と

で
あ
v

るの

の

歌
文
殻
B

分ミ

の
開
・
合
口
は
、

-r、、

/"トV;J、

。〉

/
、
/
、
A

〉

J
寸
J

、ノ、
p

-

7

L

l

w
カ
J
も
仰
げ
た
カ
に

口
と
な
っ
て
い
る
υ

し
か
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
中
古

の
場
合

っ
た
現
象
で
あ
り
、

~l~ 

、tu 

タ
戸
」
¥
ノ

h

J

A

V

 

-'rて、
L 

ぴ〉

レ
ミ
h

f
比
一
川
り
き
工

、i

〈

l
v
n加
ト
仁
f
~
-
、
ζ
1
fパ吋

，、J
O

E
 



四

fヂif
つ一

h
ト
λ

ド
亡
、
一
‘
ワ

〆

し

♂

:

‘

¥

(

一

〈

トh
i、w

') 

1、即時、

Ui:J 
1I 

1I 

、JH

一、f
+

、P〆

ノ

J
t

バ
ν

p

、

グ〉

戸一、、、
e

〉
'
J
}

〉
、
ノ
勺
句
人
ノ
一
P

)

い
れ
の
μ

カ
才
可
/
;
司
巴
ぴ
一
円
、
J
メ
ド
リ
〈

カk

f 

IV 

、
も
〉

人
j
t
t
F

J

{

 

@
江
川
似
の
入
性
的
滅
の
と
き
に
は
、

で
は

γ
向
。
門
出
丸

の
析
出
と
い
う
形
式
な
も
っ
て
、

切っ
1
ノ

l

d
f

ぴ
3
1
4

日」

V
一
」
〆
じ

。〉

ぴ〉

傾
向
が

こ

う
L
J
~
u

y
t
J守、マ
f
'
λ
/
J

び〉

ベ
て
に

i
 
i
 

て

も

d

h

h

っ
こ

v
J

む
う
ろ
パ
V

J
カ

7
は」
j
v
j
、丸

し
iJ、
し

Lll 

入

! ;1~ 

そ
う
は
な

ー
ノ
!
人
マ
ハ
、

U
J
J
J
 

l:J 

守
/
J
C
)九
ノ
ミ
ア
「

J
Y
O

円
V

V

1

1

4

4

2

レ
ペ
/
《

ペノ
A

一T{
?

¥

J

K
〕
川

μ

j

、

i
ふ

〆仁
V

V

山

1
u
e
、

〈

斗
A
Y
J

揃
し
た
よ
う
に
、

ー
ノ
〉
〉
レ
一

行
V
J
4
3
/
U
Vル
L

な
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
υ

一
歌
文
部
の

よヒ

て

ャイて、

¥.，.. 

1
3
A
・

f
γ
M
H
U
/
f

民
心
、
く
、
行
一

-
L
i

r-ぜ

J
i
t
j
-

ア
」

J
u
u

、

( 23 ) 

入
段
治
滅
と
い
う
激
し
い

二
ゴ
、
:
之
4
f
L

〉

、lL
r

斗
斗

h
ト

v
r
L
ト
ゼ
ν

/

の

い
~
，
フ
日
f

山内山門一一戸

、，
l
v
 

、
t
L
V
 

一況の

部
分
に
の
み
典
型
的
に
出
現
し
た
と
言
う
べ

間
片
岡
M
m凶
日

と

と
の

こ
A
1仇

し あ
し、ろ

'>C ・つ

て
も
、
も
は
や

の

は
な
く

閉
山
口
か
ら
関
口
ヘ

と
推
移
し
た
だ
け
で
あ
る
。

例
え

ば

¥
言
え
の
よ
う
に
、

に
と
ど
ま
る
。

出
口
止
¥
i
C
¥

と

は
も
よ
く
反
映
す
る
と

な
ど
は

の
ご
と
く
町
一
口
乙
が

い
こ
↑
ま
ム
は
か
っ
た
ν

に
も
、

7]' 

¥
ア
名
門
戸

7
乙
ム
ば
ス
V

る
と
の
こ
と
で
あ

、
一
一
一
の
二
に
上
述
し

た
も
の
と
共
通
し
た

の

あ
る
か
も
し
れ
な
い
c



五
見~

'-

か
ら
見
る
と
き
に
も
、
前
誌
の

協ん

の

の
性
格
は

こ
の
よ
う
に

重
要
な
作
用
を
持
つ
以
上
、

ブ
ォ
ネ
ー
ム
と
し
て
も
、
毅
然
た
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
い
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

t土

r-、

ブし

)
で
、

プ」

X
ノ
ケ
「
ぺ

y

d
ふ忽

、、一
T

し

J
¥
二一
J

J

A
じ

f

一
斗
ノ
」
/
一
二
¥
円

の
き
丈
り
い

が
あ
る
と
し
て

の
…
ぬ
別
を
な
く
し
た
c

で

る
こ
と
明
確
で
あ
っ
た
が
、

そ
の

し
て
の
性
格
規
定
に
的
確
さ
が
不
足
し
て
い
た

よ
う
に

( 24 ) 

}

J

!

?

i
予

!
i
i
v
;
:
L

と
も
瓦
れ
、
吋
政
菅
波
史
研
究
ー
で
の

江:

の

め

の
た
め
の
銭
は
、

に
大
き
く
、

工
り
盛

く

i
1
'昨
A

の
あ
る
も
の

ギ
2
出

'
F
弘
、
「
/
「
a
品

、

む

J
V
J
曹
、
ヴ
'
L
A
Z
V
-
4
J
，

hu

は
河
野
川
ハ
郎
先
生
者
吋
朝
鮮
出
字
誌
の
研
究

h
C
九
ム
ハ
八
〉
の
川
町
山
系
に
従
う
や
パ
ス
パ
と
川
町
怒
し
た
も
の
は
、
経
常
誌
等
編
吋
入
忠
凶
作
U
J
m

問
先
代

前
川
川

h
C
九
五
九
〉
の
川
小
パ
市
古
川
J

払
い
に
依
り
、
服
部
間
郎
若
円
一
川
朝
刊
叩
山
九
の
内
示
ト
ナ
口
一
誌
な
い
た
は
す
涜
字
の
研
究
い
ハ
…
九
四
六
〉
に
採
用
さ
れ
た
斡
お
口
氏
で

ぶ
し
た
り
竹
山
口
内
地
解
い
け
い
、
東
洋
文
出
版
本
か
一
郎
い
、
河
野
先
生
の
東
京
致
育
大
京
で
の

{jhhw一一一泊誌

χ…
…
に
示
さ
れ
た
い
将
~
刀
法
に
従
う
じ

伝
ぺ
科
小
川
小
川
ハ
読
し
(
k
x…
…
京
市
出
・
…
九
四
六
年
十
二
月
〉
約
十
三
ベ
!
ジ
っ

;ノ
J

:
二
十
三
乙
し
:

¥

J

戸、

J
L
f
l
l
J
H
H
H

二日立
T
H
)
1
7
f
H

三
二
r

、

T
J
A
3
3
J
r
v
γ

〉
t
j

乙
、
議
け
リ
1

ご
J

1

、
、
午
、
s
;
コ
こ
二

f
よ
住
宅
0
4

二
〉
ゴ
1
y
、
3
3
:
いH
1
3
4リ
〆

，

?
3
0

f、
P
J
1一応
f
斗

J
f
M
A
/
K
J
う
じ
ブ
/
打
パ
r
J
M
l
f
J
A
ノ
校
三
H
1
f
l
p
い

ご

グ

J
R
Z
J
v
f
f
J
Z
ム
カ
zHゴ
7
H
〆

2

i

d

J

一ふ

d
f
f
ぃ
ド
)
二
日
片
手
山
は
じ

J
5
7
3
カ
J
d
z
!
?
?
ふれ
l

吃
よ

-

-

'

・

T

・

そ
れ
は
前
川
叶
心
γ
第
一
次
々
り
J

訂
正
化
の
現
品
川
い
と
ら
J

川
う
な
ら
、
師
一
詐
混
交
口
第
一
の
し
い
ぞ

htイ
一
三
日
化
と
も
三
え
よ
う
u

質
問
仰
の
一
杯
出
上
も
例
え
ば
、
大

引
入
、
間
出
向
仰
の
土
川
ハ
一
日
制
J

二

助

制

山

間

接

校

闘

い

第

一

析

で

、

十

丸

山

心

出

の

め

、

判

じ

く

、

と

が

打

出

ず

一

る

な〉



一、

1
1
L

〉
主
へ
ノ
亡
、
で
i

J

、
J
F
4
7
1
!
?
七
注
、
仁
一
)
ム
t
J
v
u
C

、
二

p
p
f
?士
一
、
ご
:
、
j

心

山

下

J

わ
い
、
ヰ
メ
~
:
よ

M
A
P
-
L
Y
{
i
f
-
-
J
j
f
ρ
f
h
i
立
ノ
マ
L

J

j

J
ち
か
ー
え

i
て

L
J
p
r

仲
服
部
氏
は
前
約
汗
山
中
で
、
町
四
時
一
辿
解
h

の
ハ
併
行
〉
山
口
元
代
の
北
京
一
げ
を
、
〈
今
俗
斤
〉
は
明
初
の
北
京
誌
を
反
映
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
述
べ
て
い

る
が
、
ハ
〈
f

俗
斤
〉
に
も
時
門
出
鈴
の
記
入
が
あ
る
の
で
、
中
古
入
持
は
、
消
滅
し
除
玲
に
反
入
し
た
と
は
い
え
八
五
く
河
げ
で
は
な
か
っ
允
ろ
う
じ

川
徳
治
山
け
し
仔
で
、
、
村
い
り
ん
ん
作
付
記
例
で
述
べ
る
…
注
入
一
一
…
性
名
民
其
組
耳
い
は
、
北
京
A
M

の
治
時
の
こ
の
よ
う
段
以
況
の
こ
と
な
桁
し
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う

主
主
主
工

K
、
幸
司
対
日
立
川
J

一
イ
い
記
土
h
f
j

告
F
5
ψ

lw

、F
I
λ
引
U
ト
ム
1

川、

d

八3
ド
l
刊ト
14λ

戸一
L

、一u
n
u
l
y
r
-
-
m
料
、
/

一
倍
一
川
野
先
生
判
前
川
M
h
い
け
小
川
一
一
ト
一
一
3

ペ
ー
ジ

υ

λP
ミ

5
7ケノりヘ・
1
4
-
:コ
、
ご
、
、
i

j

i

o

、
コ
ト
l
a
c
-仁
三
、
て
F
J
i
i
r
山
刀
〉
一
っ
こ
い
二
、
で
旬
、

yE叶
J
h

・
4
W
考
お
い
J
、心いいい了時三

C
F
f
F
V
U
ご
己
丈
、
¥
、

J

C
j
2凶
1
1
j
l
;
1
L
、

、
H'm-Fツ

/
f
e
:

」一一
i
d
J
L
C
h
v
v
t
J
引日
j

f

i

白

i

目
、
ィ

3
1
亨

:

〆

ノ

ャ

v
r
f
μ
れ
し
丈
オ
ヨ
RHTt
ムμ
ら

d

か
わ
い
快
調
も
う

lu
あ

げ

ハ

4

九
七
二
第
一
ご
一
一
一
〉
(
山
梨
限
立
女
子
短
大
専
任
諮
郁
)

( 25 ) 


	0017
	0018
	0019
	0020
	0021
	0022
	0023
	0024
	0025
	0026

